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形 2つを結ぶ稜 )を図 1のように置換 して得られる0446多面体についても調べた｡
即ち0608と0446とは位相幾何学的に近いと考えられるからである｡図2には実験の

































高密度液体 の freevolume解 析
- Softcoresystem -
京大 ･工 市 村 孝 雄
古典液体のセル理論では,周期的平均分子場中での 1粒子分配関数 Ql の積で分配関








計贋機実験からpickupした平衡状態にあるN粒子の配位 iRa)について, i 番粒
子の CurrentfreevolumeVfi を次式で定義する.
Vfi - ′ f･(r)dr(LJ 1
-B66-
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